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≪目的≫これまで対象集団の学歴を統一 したドライアイの疫学調査研究の

報告は世界でも少ない。そこで演者らは、保健と体育に関する専門的な知

識と実技を習得 した同一大学体育スポーツ系学部の卒業者におけるドライ

アイ疾患 (DED)の 有病率の予測及び危険因子を評価 した。≪方法≫順

天堂大学スポーツ健康科学部及び体育学部の卒業生全員を対象に、DED
の診断及び危険因子を検出するためにデザインされた質問票を郵送 し、郵

送の返信により回答させた。調査項目として、Schaumbergら の調査票に

よる自覚的DEDと 診断的DEDに ついて有病率 を調査 した。また、危険

因子として、年齢、性別、喫煙習慣、飲酒習慣、BMI、 端末画面を視る

時間、CLの使用について分析 した。≪結果及び結論≫調査対象となる 9,

507名 の内、回答解析可能であった2,048名 (男性 l,716、 女性

332名 )について分析した。診断的DEDは 、男性 1,716名 中50名
(2.9%)、 女性 332名中 31名 (9.3%)であった。自覚的DED

は、男性 254名 (14.8%)、 女性 132名 (39。 8%)であった。

また、危険因子として、男性ではCL使用が危険因子であった。女性では

CL装用と4時間以上の端末画面を視る時間であった。今後、修正可能な

危険因子に対して関連する対策を講じることは体育スポーツ系学部卒業者

の眼の健康やQOLに プラスの影響を与え得ることが示唆された。


